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教養教育の「漢文学」を担当するに際して  
三上 英司  
（地域教育文化学部 文化創造学科）  
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と解説している。   
このような状況を承けて，漢文学は実に多彩な学  
問領域を内包することとなった。   
また同時に，漢文は日本語の中に内在する外国語  
であり，日本語の骨格をたくましくするダブルバッ  
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係はまさしく「腐れ縁」なのである。  
日本語は，崎形のまま生きてゆくよりほか生   
存の方法はない，というのがわたしの考えであ  



































べき責務は大きい。   
「語嚢を豊かにすること」と「日本語の特質を理  
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出てくる。これに対する授業者としての回答も次週   
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なければならないことは多いと思う。   





























る。   
また毎年，一つのテーマを立て，諸子百家の言説  
を使用して比較検討の訓練が行えるようにしている。  
例えば昨年は，「知性」という概念について述べてい  
る言葉を，一昨年は「人間評価」ということに関す  
る故事成語をメインテーマとして掲げた。種々の言  
説を比較するという言語活動の中から，自らの思考  
の型，換言すれば，自己という存在の輪郭線を確認  
して欲しいと願うからである。  
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